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保健福祉計画・介護保険事
業計画（素案）

平成１４年  10 ／ 11 NO.1612

守ろう環境　マイバッグ古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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１５年度～１９年度の保健福祉計画・介護保険事業計画の素案の概要をお知らせ
します。区民の皆さんにご意見をいただき、よりよい計画の策定をめざして
います。問い合わせは、「保健福祉計画」は保健福祉部管理課、「介護保険事
業計画」は高齢者施策課へ。
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区
は
、　

年
２
月
に
、　

年

１２

１２

度
〜　

年
度
の
五
年
間
を
計
画

１６

期
間
と
す
る
「
杉
並
区
保
健
・

福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、　

世
紀
初
頭

２１

の
保
健
福
祉
施
策
の
サ
ー
ビ
ス

目
標
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

区
は
こ
れ
に
沿
っ
て
保
健
福
祉

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
速
な
社
会
経
済

環
境
の
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
三
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
い
、
次
の
五
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

計
画
策
定
以
後
三
年
を
経
過

し
た
現
在
、
介
護
保
険
制
度
の

本
格
施
行
、
社
会
福
祉
法
の
改

正
、
健
康
増
進
法
の
成
立
、
社

会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
伴
う

制
度
改
正
や
規
制
緩
和
の
進
展

な
ど
に
よ
り
、
保
健
福
祉
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
少
子
高
齢

化
や
女
性
の
社
会
進
出
、
長
引

く
経
済
不
況
な
ど
に
よ
り
、
区

民
の
生
活
様
式
は
一
層
多
様
化

し
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

や
あ
り
方
に
も
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
区
は　

年
９
月
に
、

１２

基
本
構
想
「
杉
並
区　

世
紀
ビ

２１

ジ
ョ
ン
」
を
制
定
し
、
そ
れ
に

計
画
改
定
の
趣
旨

基
づ
く
新
た
な
行
政
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、　

年
度
か
ら
は
行

１３

政
機
構
を
再
編
し
て
保
健
福
祉

分
野
を
従
来
の
四
部
体
制
か
ら

一
つ
の
部
に
統
合
し
、
保
健
福

祉
施
策
を
一
体
的
に
展
開
す
る

組
織
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
、

保
健
福
祉
行
政
の
推
進
環
境
も

大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
変
化

に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

２１

る
「
健
康
都
市
杉
並
」
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、こ
れ
ま
で
の「
杉

並
区
保
健
・
福
祉
計
画
」
の
改

定
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
な
計
画
の
名
称

は
、
保
健
福
祉
施
策
の
一
体
的

推
進
を
意
図
し
て
「
杉
並
区
保

健
福
祉
計
画
」
と
し
ま
す
。

�
　

保
健
福
祉
計
画
は
、
区
の
行

政
計
画
（
基
本
計
画
・
実
施
計

画
）
改
定
の
際
の
保
健
福
祉
分

野
の
指
針
で
あ
り
、
今
後
、
行

政
計
画
や
予
算
の
中
に
位
置
付

け
て
実
施
す
べ
き
施
策
・
事
業

の
方
向
性
と
優
先
性
を
示
す
も

の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
法
律
通
知
等
に

基
づ
く
以
下
の
計
画
の
性
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

・
地
域
福
祉
計
画
（　

年
４
月

１５

１
日
施
行
）

・
老
人
保
健
計
画

計
画
の
性
格

・
老
人
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画

・
障
害
者
計
画

・
健
康
増
進
計
画
（　

年
４
月

１５

１
日
施
行
）

・
児
童
育
成
計
画

・
母
子
保
健
計
画

　

計
画
期
間
は
、　

年
度
か
ら

１５

　

年
度
ま
で
の
五
年
間
で
す
。

１９ま
た
、
三
年
目
に
見
直
し
を
行

い
、
次
の
五
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
新
た
な
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
杉
並
区　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
人
が
、
安
心
し
て
健
や
か
に

生
活
で
き
る「
健
康
都
市
杉
並
」

を
実
現
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ

る
基
本
理
念
の
も
と
に
策
定
し

ま
す
。

��
人
間
性
の
尊
重

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

す
べ
て
の
区
民
の
人
間
性
が
尊

重
さ
れ
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る

こ
と
を
何
よ
り
も
優
先
し
ま

す
。

�
自
立
の
促
進

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
個
々
の

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
主
体
的

に
社
会
参
加
し
、
自
己
実
現
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

基
本
理
念

う
、
一
人
ひ
と
り
の
自
立
し
た

生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。

�
生
活
の
質
の
向
上

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
多
様
な

生
活
様
式
に
対
応
し
た
、
健
康

で
文
化
的
な
真
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
生
活
の
質
の
向

上
を
重
視
し
ま
す
。

�
自
己
決
定
の
尊
重

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
自
己
の

意
思
で
必
要
な
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
の
も
て
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
個
人
の
自
己
決
定
を
尊
重

し
ま
す
。

保
健
福
祉
計
画
は
、「
健
康
都
市
杉
並
」
の
実
現
を
め
ざ
す
保
健
福
祉
分
野
の
基
本
的
・
総
合
的
計
画
と
し
て
、

保
健
福
祉
の
政
策
・
施
策
・
事
業
の
体
系
、
到
達
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

２
面
に
つ
づ
く

保保
健健
福福
祉祉
計計
画画
（（
素素
案案
））
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保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
（
素
案
）

は
、
区
政
資
料
室
（
区
役

所
西
棟
二
階
）、区
民
事
務

所
、
区
民
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
事
務
所
、
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

区
政
資
料
室
で
は
、
一

冊
三
〇
〇
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。　

　ご意見は、ハガキまたはファクスFAX３３１２‐２１９７で、１１月２９日までに保健福
祉部管理課または高齢者施策課へお願いします。

〈区ホームページにインターネット電子掲示板を開設します〉
　計画の素案について、意見を書き込むことのできる電子掲示板を開設し
ます。ぜひご意見をお寄せください。
【開設期間】１０月１１日�～１１月２９日�
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年１０月１１日（金曜日）
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　妊産婦・乳幼児期から青少年まで、子どもたちが健やかに成長する
ためのサービスや環境整備を進めるとともに、安心してゆとりある子
育てができるよう、子育てを支援するための取り組みを推進します。

�‐１　子どもたちが健やかに
成長するために

A妊産婦・乳幼児期保健対策の
推進

B障害児支援の充実
C児童活動環境の整備
D青少年が健全に育つ社会づく
り

E学齢期保健対策の推進
F児童虐待対策の推進

�‐２　安心してゆとりある子
育てができるために

A子育てを支える地域サービス
の充実

B子育て環境づくりの推進
C保育の充実
D子育てに伴う経済的支援
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基本理念および主要課題に基づき、
区は次の方針で政策を推進します。
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ë
認
証
保
育
所「 
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 
の
家
」（
阿
佐
谷
南
３
―
１
―　

）

モ　
　
　

モ

２１
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　援助が必要な高齢者や障害者が地域の中で自立して生活できるよう、
多様な支援サービスを提供します。また、要介護の高齢者が安心して適
切な介護保険サービスを受けられるよう、サービスの質と量の充実を図
ります。

�‐１　高齢者が、住み慣れた
地域の中で自立して暮
らせるために

A日常生活援助サービスの充実
B自立生活可能な住まいの確保
Cひとり暮らし高齢者等への支
援

D 痴  呆  性 高齢者の支援
ち ほう せい

�‐２　適切な介護保険サービ
スが受けられるために

A介護サービス基盤の整備
B介護サービスの質の向上
C介護相談と情報提供の充実
D家族介護者の援助の充実
E区民意見の反映

�‐３　障害のある人が、地域でより自立
して生活できるために

A日常生活の支援
B当事者活動の支援
C多様な居住の確保
D地域生活支援の基盤づくり
E就労の促進・雇用の拡大

　成壮年期の健康づくりから高齢者の介護や 痴  呆 の予防まで、心と
ち ほう

体の健康を保つための施策に取り組みます。また、高齢になっても
障害があっても、いきがいとふれあいに満ちた社会生活を送るため
の条件と環境の整備を図ります。

�‐１　心と体の健康を保つ
ために

A健康づくり活動の推進
B健康を 育 むまちの環境整備

はぐく

C生活習慣病の予防
D心の健康づくり
E歯科保健医療対策
F難病対策
G公害保健対策
H地域医療体制の充実
I介護予防
J痴呆予防

�‐２　いきがいとふれあい
に満ちた生活をおく
るために

A高齢者の活動的な社会生活
の支援

B障害者の積極的な社会生
活・余暇活動の促進

Cユニバーサルデザインの推
進

目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年１０月１１日（金曜日）

介介
護護
保保
険険
事事
業業
計計
画画
（（
素素
案案
））

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
の
事
業
費
の
見
込
み
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、

介
護
保
険
事
業
運
営
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。
今
回
の
改
定
（　

年
度
〜　

年
度
）
で
は
、
基
本
理
念
な
ど

１５

１９

は
現
行
計
画
を
踏
襲
し
、
区
民
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
介
護
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
、
介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
に
必
要
な
事
業
な
ど
の
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。

e
�
�
�
�
�
�
�

特
別
給
付
、
保
健
福
祉

事
業

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
用
品

の
支
給
な
ど
の
特

別
給
付
、
家
族
介

護
教
室
な
ど
の
保

健
福
祉
事
業
は
、

そ
の
費
用
が
全
額

第
一
号
被
保
険
者

の
保
険
料
の
負
担

と
な
る
た
め
実
施

せ
ず
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
は
区
の
一

般
施
策
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

区
の
事
業
者
と
し
て
の

役
割

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
短
期

入
所
生
活
介
護
（
区
立
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
お
よ
び
通
所

介
護
（
区
立
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
は
、
現
行
委

託
先
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
等

に
よ
る
自
主
運
営
を
目
指
し
ま

す
。

　

ま
た
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）
は
、
困

難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
面
区
も
引
き
続
き
事
業

者
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

円
滑
な
運
営
の
た
め
に

　

介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
、
区
は
、
介
護
保
険
運
営

協
議
会
の
運
営
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
充
実
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
、
健
康
の
保
持

増
進
、
自
立
へ
の
支
援
、
被
保

険
者
の
権
利
の
擁
護
と
苦
情
処

理
、
相
談
・
情
報
提
供
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
新
た
に

次
の
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
自

主
的
な
協
議
会
の
設
立
･
運
営

を
支
援
し
ま
す
。

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ケ
ア　

）
を
一
三
カ
所
か
ら

２４

二
一
カ
所
に
増
や
し
、
相
談
に

応
ず
る
と
と
も
に
、
各
種
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

の
た
め
、
事
業
者
の
第
三
者
評

価
、
利
用
者
評
価
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
痴

呆
介
護
ヘ
ル
パ
ー
研
修
な
ど
を

実
施
し
、
質
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

�
介
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

介
護
教
室
な
ど
を
開
催
す
る
ほ

か
、
痴
呆
高
齢
者
の
家
族
に
介

護
経
験
者
が
訪
問
す
る
な
ど
介

護
者
へ
の
支
援
策
を
検
討
し
ま

す
。

�
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た

め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利

用
に
際
し
、
援
助
が
必
要
な
人

に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
セ
ン
タ
ー
が
支
援
し
ま
す
。

今
後
、新
た
に
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
介
護
給
付
対

象
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
、必
要
と
さ
れ
る
事
業
費

の
ほ
か
、
主
に
次
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
案
の
内
容
は
、４
面
へ
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e
�
�
�
�

高
齢
者
の
自
立
支
援

　

区
の
介
護
保
険
事
業
の
基
本

理
念
は
、
人
権
擁
護
を
前
提
と

し
た
「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」

で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
の
基
本
的
な

目
標
は
、「
寝
た
き
り
な
ど
の
予

防
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
高
齢
者
自
身
の
希
望
が
尊
重

さ
れ
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
な
生
活
の
質
の
維
持
・

向
上
を
目
指
し
た
支
援
」
を
行

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

区
は
、「
高
齢
者
の
自
立
支

援
」
を
基
本
理
念
と
し
て
介
護

保
険
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

「
杉
並
ら
し
さ
」
を
生

か
し
た
介
護
保
険
事
業

の
た
め
に

　

区
民
一
人
ひ
と
り
が
、
本
人

に
と
っ
て
最
も
適
し
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
杉
並
独
自
の
要
介

護
度
別
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

モ
デ
ル
を
作
成
し
、
被
保
険
者

や
事
業
者
に
提
供
し
ま
す
。

���������	�����

��������

　支えあいの輪を広げるために人材の養成やさまざまな地域活動を支
援するとともに、良質で多様なサービスの選択・利用を可能とする仕
組みづくりを進めます。

�‐１　支えあいの輪を広げる
ために

A地域福祉活動を推進する人材
の養成と活動支援

B多様な地域活動との連携の仕
組みづくり

�‐２　良質で多様なサービス
の選択・利用を可能に
するために

A利用者保護の推進
Bサービス評価・公開の促進と
質の向上

C福祉サービスの利用促進

����������	����

������

　家庭内暴力や虐待の問題への取組み、生活困窮者への対応など、セ
ーフティネット機能の充実を図ります。また、食や暮らしの安全確保、
区民の生命と健康を脅かす健康危機への備えなどを強化します。

�‐１　一人ひとりの尊厳が重
視されるために

A児童虐待対策の推進
Bドメスティックバイオレンス
対策の充実

C高齢者虐待等相談体制の充実
D生活困窮者支援の充実
E路上生活者自立援助

�‐２　安全な暮らしを守るた
めに

A食の安全確保
B暮らしの安全確保
C医薬品や毒劇物等の安全確保
D医療機関の質の確保
E危機管理対策の充実
F感染症予防対策の充実
G動物の愛護と衛生確保

���������	�����

��������	�

　区民の参画と協働や施策の評価・公開などにより、保健福祉計画を
着実に推進し、区民とともに健康都市づくりを進める体制を整備しま
す。また、部門間連携や地域展開を強化し、健康都市づくりの具体化
を図ります。

A区民の参画・協働の推進
B評価と情報公開の推進
C部門間連携の強化と地域
展開

�

�

�

▲

園
児
が
半
寿
（　

歳
）
の
お
祝
い
に
家
庭
を

８１

訪
問
（
松
庵
保
育
園
）
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e
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
策

▽
訪
問
介
護

　

今
後
も
多
様
な
事
業
者
が
参

入
す
る
よ
う
民
間
事
業
者
へ
働

き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
訪

問
介
護
員
へ
の
研
修
な
ど
、
人

材
育
成
の
た
め
の
方
策
を
と
り

ま
す
。

▽
訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
と
医
師
と
の
連
携

〈表１　計画期間における人口推計など〉

１９年度１８年度１７年度１６年度１５年度区分（単位）

５１７，８３６５１９，６３９５２１，４４３５２１，７００５２１，９５９総　人　口（人）

１６５，７４４１６４，８９６１６４，０４９１６３，６５１１６３，２５３
第二号被保険者数
（４０歳以上６５歳未満）
（人）

１０１，０２０９９，３８２９７，７４４９５，８４４９３，９４５第一号被保険者数
（６５歳以上）（人）

１９．５％１９．１％１８．７％１８．４％１８．０％高齢化率
１４，９７５１４，５０１１４，０２５１３，５８０１３，１３０要介護等認定者数（人）
１４．８％１４．６％１４．３％１４．２％１４．０％６５歳以上人口比

１１，７４２１１，４８４１１，０６３１０，９０６１０，６３９居宅サービス対象者
数（人）

３，２３３３，０１７２，９６２２，６７４２，４９１施設サービス対象者
数（人）

（注）１．７年度と１２年度に実施した国勢調査の人口数を用いて各年度１０月１日現在で推計しま
した。２．上記の人数には、住所地特例者６２７人を含みます。３．要介護等認定者数は、
平成１４年７月末日の要介護等認定者数と６５歳以上人口の比率をもとに推計しました。

介介護護保保険険事事業業計計画画
（（素素案案））のの主主なな内内容容

�����������������
高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
化化化化化化化化化化化化化化化化化
おおおおおおおおおおおおおおおおお
よよよよよよよよよよよよよよよよよ
びびびびびびびびびびびびびびびびび
計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画
期期期期期期期期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間間間間間間間間
ににににににににににににににににに

おおおおおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるるるるる
人人人人人人人人人人人人人人人人人
口口口口口口口口口口口口口口口口口
推推推推推推推推推推推推推推推推推
計計計計計計計計計計計計計計計計計
ななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどど

�
区
の
高
齢
化
等
の
現
状

　

区
の
総
人
口
は
、
昭
和　

年
５０

以
降
平
成
９
年
ま
で
減
少
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、　

年
以
降

１０

は
、
わ
ず
か
ず
つ
で
す
が
、
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
１
月
１
日
時
点
の
住
民

１４
基
本
台
帳
等
に
よ
る
総
人
口

は
、
五
一
万
九
六
九
二
人
、
第

一
号
被
保
険
者
（　

歳
以
上
）

６５

が
八
万
七
九
九
一
人
、
高
齢
化

率
は　

・
９
％
で
す
。

１６

　

第
一
号
被
保
険
者
は
、
今
後

さ
ら
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち　
７５

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
大
幅

な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
利
用
者
と
な
る

要
介
護
等
認
定
者
は
、
第
一
号

被
保
険
者
の
人
数
が
、　

年
度

１２

は
九
五
二
六
人
、　

年
度
は
一

１３

万
七
一
八
人
で
、　

歳
以
上
人

６５

口
に
対
す
る
割
合
は
、　

・
１

１１

％
、　

・
２
％
と
な
っ
て
い
ま

１２

す
。

　

事
業
期
間
中
に
お
け
る
被
保

険
者
数
、
要
介
護
等
認
定
者
数

な
ど
は
、
表
１
の
と
お
り
見
込

ん
で
い
ま
す
。

�����������������
介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護
給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付
等等等等等等等等等等等等等等等等
対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象
ササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススススススス

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス

のののののののののののののののの
種種種種種種種種種種種種種種種種
類類類類類類類類類類類類類類類類
ごごごごごごごごごごごごごごごご
とととととととととととととととと
のののののののののののののののの
見見見見見見見見見見見見見見見見
込込込込込込込込込込込込込込込込
みみみみみみみみみみみみみみみみ
おおおおおおおおおおおおおおおお
よよよよよよよよよよよよよよよよ

の
種
類
ご
と
の
見
込
み
お
よ

びびびびびびびびびびびびびびびび
そそそそそそそそそそそそそそそそ
のののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確
保保保保保保保保保保保保保保保保
のののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめ
のののののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方方方方方
策策策策策策策策策策策策策策策策

び
そ
の
確
保
の
た
め
の
方
策

　

介
護
保
険
料
の
算
定
の
基
礎

と
な
る　

年
度
か
ら　

年
度
ま

１５

１７

で
の
事
業
費
の
見
込
み
は
、
表

３
の
と
お
り
で
す
。

　　〈表３　介護保険の事業費の見込み〉　単位：億円
１７年度１６年度１５年度区　　分
１３２１２７１２１居宅サービス費用
１２６１１４１０５施設サービス費用
２５８２４１２２６合　　計

（注）１．国のワークシートに基づき算出した事業費の見込
みであり、今後、介護報酬や支給限度額等が決まった
段階で変動します。２．居宅サービス費には、福祉用
具購入費、住宅改修､高額介護サービス費および第２号
被保険者に係るサービス費用が含まれています。

　

こ
の
事
業
費
の
見
込
み

を
基
に
し
て
、
今
後
さ
ら

に
保
険
料
推
計
を
精
査
し

て
い
き
ま
す
が
、
区
の
第

一
号
被
保
険
者
介
護
保
険

料
基
準
月
額
は
、
三
二
〇

〇
円
か
ら
三
五
〇
〇
円
程

度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

〈表２  サービスの給付実績と目標量〉
〇居宅サービス

サービスの目標量（提供量）１３年度
給付実績

サービス名（単位）
１９年度１８年度１７年度１６年度１５年度
３７，０２９３５，６６６３３，８０６３２，９９５３１，９２８２５，２４９訪問介護　　　　　　　（回／週）
９６１９１０８３６８１４７７９６２８訪問入浴介護　　　　　（回／週）
１，５６０１，４７３１，３６０１，３１２１，２５２９７７訪問看護　　　　　　　（回／週）
１９２１４９１０８８０５５４５訪問リハビリテーション（回／週）
３，０９２２，９６２２，７９９２，７０６２，５９７１，４２０居宅療養管理指導　　　（人／月）

５，６４５５，４４４５，１６４５，０３４４，８６２３，６３７通所介護、通所リハビリテーショ
ン　　　　　　　　　　（回／週）

６，１３３５，４６４４，７５４４，２５８３，７４８２，８２２短期入所生活介護、短期入所療養
介護　　　　　　　　（週／６月）

７０７０７０６１４３１８痴呆対応型共同生活介護（人／月）
４９１４６１４１１３８１３３１２４１特定施設入所者生活介護（人／月）
｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜｜ ｜５，６９０福祉用具貸与※　　　　　　（件）
３，４４５３，３１３３，１４３３，０５１２，９３９｜ ｜福祉用具貸与※　　　　（人／月）
８，７９０８，４６４８，０４１７，８１７７，５４２６，４４８居宅介護支援　　　　　（人／月）

※福祉用具貸与は、１３年度は各用具の利用件数を、１５年度以降は利用者数を記載しています。

〇施設サービス
サービスの目標量（提供量）１３年度

給付実績
サービス名（単位）

１９年度１８年度１７年度１６年度１５年度
１，７６２１，６８６１，６７１１，６１２１，５４２１，２６４介護老人福祉施設　　（人）
８６５７３５７０５５７３５５３４７９介護老人保健施設　　（人）
６０６５９６５８６４８９３９６２１０介護療養型医療施設　（人）
３，２３３３，０１７２，９６２２，６７４２，４９１１，９５３合　　計
３．２％３．０％３．０％２．８％２．７％２．２％６５歳以上人口比

を
す
す
め
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
な
機
会
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
医

療
系
事
業
者
に
働
き
か
け
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
増
加

を
図
り
ま
す
。

▽
通
所
介
護

　

現
状
で
は
、
供
給
基
盤
が
整

備
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す

が
、
必
要
に
応
じ
、
既
存
の
区

有
施
設
の
活
用
に
よ
る
施
設
の

整
備
を
す
す
め
ま
す
。

▽
短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期

入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

　

区
内
に
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、介

護
老
人
保
健
施
設
を
整
備
す
る

際
に
、
一
定
数
を
確
保
す
る
な

ど
拡
充
に
努
め
ま
す
。

▽
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）

　

建
設
助
成
を
行
い
、
民
間
企

業
へ
整
備
の
働
き
か
け
を
行
う

と
と
も
に
、
区
は
都
営
住
宅
、

区
営
住
宅
に
整
備
を
す
す
め
ま

す
。

▽
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

　

区
は
、
新
型
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

整
備
を
す
す
め
ま
す
。

▽
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護

老
人
保
健
施
設

　

都
の
介
護
保
険
事
業
支
援
計

画
に
基
づ
き
、
建
設
助
成
な
ど

を
行
い
、
区
内
に
一
定
数
の
整

備
を
す
す
め
ま
す
。

▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

区
内
の
医
療
機
関
に
対
し
、

事
業
参
入
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。

e
介
護
給
付
等
対
象
サ

ー
ビ
ス
の
目
標
量

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、　

年
度
に
要
介
護
等
認
定

１９

者
の　

％
の
方
が
利
用
す
る
も

８０

の
と
し
、
利
用
意
向
、
利
用
状

況
、
事
業
者
参
入
動
向
な
ど
か

ら
目
標
量
を
設
定
し
ま
し
た
。

供
給
率
は
、
痴
呆
対
応
型
共
同

生
活
介
護
を
除
い
て
、　

年
度

１９

を　

％
と
し
て
い
ま
す
。　
　

１００

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、　

年
度
に
お
い
て
、　

歳

１９

６５

以
上
人
口
の
３
・
２
％
に
供
給

す
る
目
標
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
目
標
量
は
、
今
後
の

利
用
実
績
な
ど
の
結
果
や
施
設

整
備
な
ど
に
関
す
る
都
の
介
護

保
険
事
業
支
援
計
画
と
の
調
整

な
ど
を
踏
ま
え
、
最
終
的
に
定

め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
表
２
）
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▲阿佐谷北ふれあいの家にて（阿佐谷北１‐２‐１）


